
事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020201030101 事務事業名 しいたけ生産組織育成事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 01 農林水産業の担い手の育成・確保 内線番号 2372

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ Ｓ 48 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 林業振興費 根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

しいたけ生産振興会補助団体数（本部・支部） 団体 2 2 2 2 3

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

しいたけ生産振興会員 しいたけ振興会員数 人 23 23 21 21 21

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

しいたけ生産量を増大させる。 乾しいたけ生産量 Kg 27,350.0 30,000.0 25,478.0 30,000.0 30,000.0

しいたけ生産量を増大させる。 生しいたけ生産量 Kg 221,600 130,000 210,070 130,000 130,000

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 55 55 55 55 55

千円 55 55 55 55 55

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 55 55 55 55 55

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

近年、生産者の減少や高齢化により、乾、生しいたけともに生産量は減少傾向にあり、霧島市のしいたけ産業の振興を図るため、しいたけ原木の安
定供給と乾しいたけ系統共販体制を確立する。また、しいたけの安定供給による良質・安全な食品等に対する市民の期待に応えながら、会員相互
の連絡調整と技術の向上を図るために助成をする。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、関係機関との連携により、担い手の経営改善の支援や経営基盤の強化、農地の集積・集約化、経営所得安定対策等を推進す
るとともに、新規就農者への支援を強化します。
　林業については、福利厚生の充実、技術・技能の向上及び労働安全衛生の充実を図るため、継続的な支援を行うとともに、林業事業体と連携し
て新規就業者の確保・育成に取り組みます。
　水産業については、就業者の所得向上や雇用管理体制の充実を図り、持続可能な水産業経営の基盤となる人材育成や新規就業者の確保に取
り組みます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

昭和48年に生産者の技術向上、生産性向上、
経営の安定を目的として開始した。生産者の高
齢化、安価な外国産の輸入、生産様式等の変
化に伴う需要の減少など、しいたけ生産を取り
巻く環境は厳しい状況にある。そのなか、霧島
市のしいたけ生産者は、県の『かごしま農林水
産物認証制度』を受けるなどし、安心・安全な県
産特用林産物の供給体制づくりに努めている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

霧島市椎茸振興会補助金（55,000円）本部
・各支部事業として、各種イベントへのしいたけ提供を実施した。

霧島市椎茸振興会の各種事業を通じて、生産技術の向上や生産量の増
大、品質向上のための情報交換が図られた。
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0106020201030101 しいたけ生産組織育成事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

椎茸振興会の高齢化や減少が進んでいるため、後継者育成に努める。

しいたけ産業の振興及び組織力強化を図るため、今後も継続して支援を行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
椎茸振興会員への研修や活動を支援し、しいたけ生産量を増大
させることは、県内でも有数のしいたけ生産地である霧島市のしい
たけ生産組織の経営体強化に繋がるので、結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

しいたけ生産組織の育成は県内でも有数のしいたけ生産地である
霧島市の林産物の振興を図ることに繋がるので、市が実施する事
務事業として妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
椎茸振興会を通じて組織的に研修・活動し、生産性の向上に努め
ることにより、現状値の向上が期待できる。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
補助金を廃止することは、研修会や現地検討会等の活動の機会
が減少し、組織の衰退に繋がることから廃止・休止はできない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

しいたけ価格の低迷と、生産者の高齢化が進行し、振興会への会
費だけでは気象条件にも左右されやすく、採算性の低い現状で
は運営が困難となることから、補助金額の削除の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

本事業に携わる人員は必要最小限に留めており、これ以上の削
減や効率化を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

しいたけ産業の振興のため、しいたけ生産者で組織している団体
の活動を支援する事業であることから、公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020201030101 しいたけ生産組織育成事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 55 55 55

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

55 55 55

0 0

0 0

0 0

0 0

55 55 55

計 55 55 55

当初予算 55 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 55 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020201030102 事務事業名 林業就労改善推進活動支援事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産Ｇ

基本事業名 01 農林水産業の担い手の育成・確保 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 3 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 林業振興費 根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱等

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

補助金額 千円 3,610 4,507 3,487 4,548 4,548

交付対象者 人 45 60 39 56 56

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

林業従事者 林業従事者数 人 105 133 73 73 73

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

就労条件が改善される 社会保険等加入対象従事者 人 22.0 44.0 19.0 19.0 19.0

就労条件が改善される 退職金制度加入対象従事者 人 23 50 20 20 20

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 3,609 4,507 3,488 4,548 4,548

千円 3,609 4,507 3,488 4,548 4,548

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 3,609 4,507 3,488 4,548 4,548

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

林業労働力の確保、就労の安定化が図られた。

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

（社会保険制度等加入事業補助金）
林業従事者の福利厚生の充実、技術、技能の向上及び労働安全衛生の充実を図る。
姶良東部森林組合（８人）　９６１，０００円　　　北姶良森林組合（８人）　１，３５５，８００円　　　姶良西部森林組合（３人）　３６０，３００円

（林業退職金加入促進事業補助金）
林業従事者の林業退職金共済制度の掛け金の一部を助成し、当該制度等への加入を促進することにより、林業従事者の就労条件を改善し、
就労の長期安定化に資することを目的とする。
姶良東部森林組合（８人）　２９３，２００円　　　北姶良森林組合（８人）　３６８，４００円　　　姶良西部森林組合（４人）　１４８，８００円

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、関係機関との連携により、担い手の経営改善の支援や経営基盤の強化、農地の集積・集約化、経営所得安定対策等を推進す
るとともに、新規就農者への支援を強化します。
　林業については、福利厚生の充実、技術・技能の向上及び労働安全衛生の充実を図るため、継続的な支援を行うとともに、林業事業体と連携し
て新規就業者の確保・育成に取り組みます。
　水産業については、就業者の所得向上や雇用管理体制の充実を図り、持続可能な水産業経営の基盤となる人材育成や新規就業者の確保に取
り組みます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

平成３年度から林業従事者の就労条件の改善
による労働力の確保を目的として開始。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

社会保険制度加入事業　　　　　　　　　　　19人　　2,677,100円
林業退職金共済制度加入促進事業　 　 　20人　　　810,400円
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0106020201030102 林業就労改善推進活動支援事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦
補助金交付事務であるため、削減する部分がない。

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
林業従事者の就労条件の改善がなされることは、林業経営体の体
質強化に繋がるため、結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

森林が利用期を迎えるなか、林業の採算性は他産業に比べ厳しく
、間伐や再造林等の施業を進めるためには、公的な支援により雇
用管理の改善や労働力の確保・育成を進めていく必要があるため
、妥当である。 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
継続的に支援を行うことで、林業従事者の就労条件が改善され、
社会保険等加入対象従事者数の増加が図れ、林業労働力の安
定確保に繋がる。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
事業体の負担が増すため、社会保障等の費用が増加し、経営を
圧迫し、産業の衰退を招いてしまう。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

従事者数及び負担割合等を含め、必要最小限の仕組みとしてお
り、削減できない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

林業従事者で組織する法定団体への支援であるため、公平、公
正である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

本事務事業は林業者の就労改善に向けた最低限の支援であり、これまで効果的、効率的に実施していることから、新たに取組む
べき課題はない。

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

林業従事者の就労条件の改善や新規就労を図るための支援を積極的に行い、林業事業体の更なる施業能力の確保、向上を図
る。

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020201030102 林業就労改善推進活動支援事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 3,488 4,548 4,548

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

3,488 4,548 4,548

0 0

0 0

0 0

0 0

3,488 4,548 4,548

計 3,488 4,548 4,548

当初予算 4,507 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 4,507 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106030301030201 事務事業名 漁港管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産課グループ

基本事業名 02 生産基盤の整備 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 不明）

項 03 水産業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 03 漁港管理費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

漁業者や遊漁船の所有者等が安全に航行できるように漁港の案内灯や漁港内のアスファルト舗装等の修繕を行う。

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市が管理する永浜漁港、国分漁港の維持管理費 千円 278 428 0 300 300

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

漁業者 ２漁港の漁業者数 人 38 38 39 39 39

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安全に漁港を使用できる ２漁港の漁獲高 百万 26.0 40.0 22.0 22.0 22.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 278 385 0 300 300

千円 278 385 0 300 300

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 278 385 0 300 300

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、施設の持続的な保全管理を行うとともに、力強い農業を支える農業生産基盤の整備に取り組みます。
　林業については、木材生産コストの低減による生産量の増大を図るため、高性能林業機械の導入促進や林道等の路網整備を図るとともに、特用
林産物の生産基盤の更なる整備を進めます。
　水産業については、水産資源の育成を図るとともに、「育てる漁業」への転換を進め、漁港や漁場の整備に努めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　漁港については、漁業者だけでなく余暇活動
として使用するプレジャーボートの所有者からも
漁港の維持管理の継続を要望されている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

市が管理している永浜漁港と国分漁港の点検活動を行ったが、必要な
修繕はなかった。
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0106030301030201 漁港管理事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

☐

■

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦
市が管理している漁港であり削減は困難である。

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

霧島市が管理する漁港であり、漁船やプレジャーボートが安全に航行できるように継続することが必要である。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
漁港を管理することで、漁業者が安心して漁を行えるので、漁業
振興に繋がり、基本事業の意図と結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

市で管理している漁港であり、漁業者の所得向上にも繋がるので
妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
限られた予算の中で、必要最低限の修繕等が行われており、大規
模な改修を行わない限り向上の余地はほとんどない。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
廃止すると漁港の維持、修繕ができなくなり、漁業者の経済活動
に悪影響を与える可能性があるので影響がある。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

市が管理する漁港を安全に使用してもらうための必要最低限の経
費となる予算であり削減は困難である。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

漁港は漁業者だけでなく市民すべてが利用できるので、公平公正
である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

平成31年度同様に事業を継続する。

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106030301030201 漁港管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 300 300

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 300 300

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

0 300 300

0 0

0 0

0 0

0 0

0 300 300

計 0 300 300

当初予算 385 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 385 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106030201030201 事務事業名 漁業資源繁殖施設整備補助事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 02 生産基盤の整備 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 17 年度～）

項 03 水産業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 水産業振興費 根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

補助金交付団体数 団体 2 2 2 2 2

投入回数（年度内） 回 2 2 2 2 2

イカ柴投入数 回 90 90 85 90 90

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

海面漁業者 海面漁業者数 人 205 269 201 201 201

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

漁業資源が確保される 湾奥における漁獲高 円 *** *** *** *** ***

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 1,232 226 226 226 226

千円 1,232 226 226 226 226

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 1,232 226 226 226 226

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　福山町漁協がアオリイカ，コウイカ等の産卵場所の少ない福山地区の沖合いにイカ柴を投入、また錦江漁協が浜之市沖に人工イカ産卵床を設置
し、アオリイカ，コウイカの産卵魚礁を形成し，イカの増産育成に努め漁業の生産安定を図る。　
　補助金交付先：福山町漁協、錦江漁協
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、施設の持続的な保全管理を行うとともに、力強い農業を支える農業生産基盤の整備に取り組みます。
　林業については、木材生産コストの低減による生産量の増大を図るため、高性能林業機械の導入促進や林道等の路網整備を図るとともに、特用
林産物の生産基盤の更なる整備を進めます。
　水産業については、水産資源の育成を図るとともに、「育てる漁業」への転換を進め、漁港や漁場の整備に努めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　福山港沖はイカ等の産卵場所が少ないためイ
カの産卵魚礁を形成するためにイカ柴を投入し
、イカの増産育成に努めたいとの地元漁協から
の要望により平成１７年から開始した。浜之市沖
も錦江漁協青壮年部の自主事業でしていたが
23年度より設置事業を開始した。　水質の低下
、水産資源の枯渇や燃油等の高騰により漁業を
取り巻く状況は厳しくなっている。　

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

①錦江漁協　人工イカ産卵床設置　30基　浜之市沖　
②福山漁協　イカ柴投入　55個　　　　　　　福山港沖

アオリイカやコウイカの産卵用魚礁が形成され、イカの産卵育成と漁業の
安定的な生産に貢献した。
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0106030201030201 漁業資源繁殖施設整備補助事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

■

☐

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧
受益者は全ての漁業者であるため適正である。

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
イカ柴の投入を行うことによって、水産資源の安定確保に繋がり漁
業者の経営安定が図られるため、政策体系に結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

イカ柴の投入事業により漁獲高を上げ漁業者の経営安定を図るこ
とを目的としていることから、産業維持のために市が行う事業として
妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
イカ柴の投入事業により漁獲高を上げ漁業者の経営安定を図るこ
とができるため、成果向上の余地はある。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
湾内の資源の維持培養が難しくなり、また漁獲高が減少し、産業
の衰退が懸念される。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

本事業は、一定割合の補助金のみの最小限経費で構成されてお
り、削減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

本事業に携わる人員は必要最小限に留めており、これ以上の削
減や効率化を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

31年度もイカの産卵育成と漁業高の向上のため、現在のスタイルで継続することが必要である。

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

2020年度もイカの産卵育成と漁業高の向上のため、この事業を継続することが必要である。

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106030201030201 漁業資源繁殖施設整備補助事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 226 226 226

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

226 226 226

0 0

0 0

0 0

0 0

226 226 226

計 226 226 226

当初予算 226 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 226 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020201030201 事務事業名 特用林産物推進対策事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 02 生産基盤の整備 内線番号 2372

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 25 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 林業振興費 根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

生産基盤等整備事業 千円 1,984 0 0 500 0

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

しいたけ振興会加入者 会員数 人 23 23 21 23 21

センリョウ振興会加入者 会員数 人 14 14 17 14 17

たけのこ部会加入者 会員数 人 16 16 13 16 13

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

しいたけ生産量を増大させる 乾しいたけ生産量 Kg 27,350.0 30,000.0 25,478.0 27,350.0 25,478.0

センリョウ生産量を増大させる センリョウ生産量 本 42,647 50,000 40,940 42,647 40,940

たけのこ生産量を増大させる たけのこ生産量 Kg 83,786 30,000 79,596 83,789 79,596

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 1,960 0 0 1,687 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 24 0 787 1,042 0

千円 1,984 0 787 2,729 0

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 1,984 0 787 2,729 0

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

新燃岳の噴火による被害防止に効果が見られた。

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　霧島市は、しいたけ、センリョウ、たけのこなど、県内でも有数の特用林産物の生産地であり、特産品として山村地域の活性化や「観光霧島」の発
展に貢献している。　しかしながら、現在、特用林産物の生産を取り巻く環境は、生産者の高齢化、安価な外国産の輸入、生産様式等の変化に伴う
需要の減少など厳しい状況にある。
　今後、生産量の維持・向上を図るためには、生産体制の効率化、生産基盤の整備に対し助成する。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、施設の持続的な保全管理を行うとともに、力強い農業を支える農業生産基盤の整備に取り組みます。
　林業については、木材生産コストの低減による生産量の増大を図るため、高性能林業機械の導入促進や林道等の路網整備を図るとともに、特用
林産物の生産基盤の更なる整備を進めます。
　水産業については、水産資源の育成を図るとともに、「育てる漁業」への転換を進め、漁港や漁場の整備に努めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

生産者の高齢化、安価な外国産の輸入、生産
様式等の変化に伴う需要の減少など、特用林産
物の生産を取り巻く環境は厳しい状況にある。
その中、霧島市の生産者は、県の『かごしま農
林水産物認証制度』を受けるなどし、安心・安全
な県産特用林産物の供給体制づくりに努めて
いる。 投

入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

事業主体：霧島市椎茸振興会
事業内容
　（1）　しいたけ降灰対策支援事業補助　786,000円　　　　
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0106020201030201 特用林産物推進対策事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 休止 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

機器購入についての要望があれば、本事務事業により生産基盤等の整備を推進する。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局 農林水産部 田島　博文

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

（２）総　評

当該事業での要望がないため、補助事業を休止することとする。

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
生産組織への支援により特用林産物の生産量を増大させることは
、経営体質が強化されることに繋がるので結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

特用林産物の振興は、山村地域の活性化や観光霧島の発展に
繋がるので、市が実施する事務事業として妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
新たな機器等導入計画がないことから、成果指標が増大する余地
はほとんどない。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
今年度、降灰対策支援をおこなった。新たな機器等導入計画がな
いが、災害等発生した場合、振興会の各会員の生産体制の一助
となる。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

平成30年度は要望がなかったため休止は可能だが、平成31年度
以降については、要望があった場合、補助金の減額は価格が低
迷している中、生産活動の維持・向上が困難になるため、削減の
余地はない。 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

補助金の申請や交付事務などを必要最小限の職員で業務を行っ
ており、削減を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

機器の購入には、受益者負担があり、また、機器の共同利用規定
が生産組織内で設けられ公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

本年度は、しいたけの人工ほだ場造成とたけのこ・竹材生産林の整備に係る経費助成の要望があったため、生産基盤整備に対
する支援を行い、生産量の維持・向上を図るべく予算措置されたので事業を実施する。

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020201030201 特用林産物推進対策事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 787 2,729

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

787 2,729 0

0 0

0 1,687

0 0

0 0

787 1,042 0

計 787 2,729 0

当初予算 0 区分 名称 金額

補正予算 1,005 0

1,005 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 1,005 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

補正第4号

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020301030201 事務事業名 林道等維持管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 森林土木グループ

基本事業名 02 生産基盤の整備 内線番号 2361

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H S 23 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 03 林道事業費 根拠法令・条例等 林道管理条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

林道等の修繕箇所数 箇所 15 20 17 20 20

林道草払い委託延長 ｍ 107,547 127,000 102,303 112,000 112,000

林道保守点検 路線 92 92 92 92 92

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

霧島市が管理する林道等 市が管理する林道の路線数 路線 92 92 92 92 92

霧島市が管理する林道等 市が管理する林道延長 ｍ 181,423 179,247 179,247 179,247 179,249

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

適切に管理される 林道利用に関する苦情 件 42 25 38 25 25

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 5,400 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 16,000 0

千円 14,957 15,350 15,657 20,144 18,794

千円 14,957 15,350 15,657 41,544 18,794

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 14,957 15,350 15,657 41,544 18,794

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　市が管理する林道等の機能保全及び通行の安全を図ることにより、森林整備の推進や木材搬出経費等の軽減に繋げている。
　維持管理については、林道パトロール（点検）の実施や利用者からの意見・要望を踏まえ、修繕工事や定期的な除草作業を行っている。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、施設の持続的な保全管理を行うとともに、力強い農業を支える農業生産基盤の整備に取り組みます。
　林業については、木材生産コストの低減による生産量の増大を図るため、高性能林業機械の導入促進や林道等の路網整備を図るとともに、特用
林産物の生産基盤の更なる整備を進めます。
　水産業については、水産資源の育成を図るとともに、「育てる漁業」への転換を進め、漁港や漁場の整備に努めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　林道は森林整備を行う上で重要な社会基盤で
あるとともに、地域住民の生活道路や集落間を
結ぶ連絡道路を兼ねた機能を合わせ持ってい
る。　このため、利用者が安全に通行できるよう
日常的な維持管理が求められている。また、近
年の集中豪雨や台風により、土砂崩れや倒木
被害が増加していることや、利用者から隣接地
の支障木伐採の要望が多く寄せられている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

林道等の修繕箇所数　17箇所
林道草払い委託　102,303ｍ
保守点検を行った路線数　92路線

日常的な林道パトロールの実施や路面等の修繕、草払いを行ったことで
、林道の保全と利用者のと安全確保が図られた。
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0106020301030201 林道等維持管理事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

日常の林道パトロールを実施しながら、早期に修繕等を実施することで状況拡大による経費の増加を防ぐ取り組みを行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
林道及び作業道等の維持補修工事、除草、保守点検を行うことで
、林道の機能保全や安全確保が図られ、それにより安全で効率的
な林業生産基盤が整えられることに結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

林道の機能保全を図るとともに、林道利用者の通行の安全を確保
することは、林業施設管理者である市が実施すべき事業である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
林道のパトロールの実施や維持管理を徹底することで、利用者か
らの苦情を減らすことができる。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
林道の機能保全が図れない場合、森林整備の停滞、利用者の危
険性増大、山間集落の衰退に繋がることから影響がある。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

林道の維持管理に必要な経費について活用できる補助金等がな
く、必要最小限の単独費で構成されているため、削減の余地はな
い。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

日常的なパトロールや軽微な維持管理については、職員で対応し
ている。また、生活道路を兼ねる林道等の草払い等についても、
地域住民の協力を得ながら維持管理に努めている状況であり、こ
れ以上の削減を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

林道の利用は森林所有者に限らず、地域住民の生活道路や集落
間を繋ぐ道路となっており、不特定の方々が利用することから公平
である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

林道利用者からの苦情・要望や地域まちづくり事業の地域からの要望件数は、年々増加している。また、森林整備の作業を安全
に効率的に行うことができるよう強く望まれている。このことから、林道の保全に必要な経費の確保に努める。

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020301030201 林道等維持管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 4,834 4,794 4,794

88 72 72

675 722 722

0 0

0 0

0 0

4,071 4,000 4,000

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 8,144 20,000 11,000

14 2,357 2,000 2,500

15 0 14,000 0

16 322 500 500

17 公有財産購入費 0 100

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 150

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

15,657 41,544 18,794

0 0

0 5,400

0 0

0 16,000

15,657 20,144 18,794

計 15,657 41,544 18,794

当初予算 15,350 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 532 0

予算合計 15,882 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106030201030202 事務事業名 漁業資源放流支援事業（種苗放流事業）
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 02 生産基盤の整備 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 18 年度～）

項 03 水産業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 水産業振興費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

補助金交付団体数 団体 2 2 2 2 2

放流回数 個 2 2 2 2 2

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

海面漁業者 海面漁業者 人 102 158 102 102 102

内水面漁業者 内水面漁業者 人 32 25 34 34 34

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

漁業者の経営が安定する 霧島市漁獲高 ｔ 563.0 483.0 419.0 563.0 563.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 473 565 565 565 565

千円 473 565 565 565 565

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 473 565 565 565 565

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

種苗（カサゴ5,000匹は、隼人町浜之市沖、稚鮎1,200Ｋｇは、霧島市内の川）の放流を毎年４月に行うことにより、資源の維持増殖に努めるとともに漁
獲の向上を図り、地区漁民の生産を高め生活の安定を図る。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、施設の持続的な保全管理を行うとともに、力強い農業を支える農業生産基盤の整備に取り組みます。
　林業については、木材生産コストの低減による生産量の増大を図るため、高性能林業機械の導入促進や林道等の路網整備を図るとともに、特用
林産物の生産基盤の更なる整備を進めます。
　水産業については、水産資源の育成を図るとともに、「育てる漁業」への転換を進め、漁港や漁場の整備に努めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

年々資源が枯渇していく湾奥の水資源の維持
や増大を図るため平成１８年から実施。　漁業者
の高齢化や漁業資源の減少など水産業を取り
巻く環境は年々厳しくなってきている。　水産資
源の枯渇を防ぐためにも放流事業等を継続して
いるが、内水面漁協の経営悪化により連合会を
結成し、今までの天降川漁協への補助金を内
水面漁業協同組合協議会に組替えて補助金を
交付している。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

錦江漁協　　　カサゴの種苗（5,000尾）放流　　市の補助　215,000円　検
校川、松永、日当山天降川、手篭川漁協　　稚鮎1,200㎏の放流　　　　　
　　　　　　市の補助　350,000円

放流することで、漁業者の経営安定が図られている。また、川の資源の維
持、培養に努め河川浄化の意識高揚に繋がった。
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0106030201030202
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

水産資源の維持向上と漁業者の経営安定を図るため引き続き事業を行う。

水産資源の維持向上と漁業者の経営安定を図るため引き続き事業を行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

漁業資源放流支援事業（種苗放流事
業）

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
稚魚の放流を行うことによって、水産資源の維持向上 、漁業者の
経営安定が図られ、結果政策体系に結びつく。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

種苗の放流事業への助成により、水産資源の維持向上、漁業者
の経営安定を図ることができ、貴重な産業維持のために市が行う
ことは妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
市の助成額が変わらず諸条件（水質改善や桜島の噴火の影響等
）が整えば成果向上余地はある。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
稚魚の放流を中止することにより,河川や湾内の資源の維持培養
が難しくなり、また漁獲高が減少し、産業の衰退が懸念される。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

本事業は、一定割合の補助金のみの最小限経費で構成されてお
り、削減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

本事業に携わる人員は必要最小限に留めており、これ以上の削
減や効率化を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

稚魚は錦江湾の漁場に放流され,受益者は全ての漁業者や一般
県民である釣り客であるため適正である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106030201030202 漁業資源放流支援事業（種苗放流事業）
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 565 565 565

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

565 565 565

0 0

0 0

0 0

0 0

565 565 565

計 565 565 565

当初予算 565 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 565 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106030301030202 事務事業名 漁港整備事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 02 生産基盤の整備 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ☐ H 年度～）

項 03 水産業費 ■ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 03 漁港管理費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

漁港数 箇所 1 1 1 1 1

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

漁業者 海面漁業者数 人 15 15 13 13 13

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

漁業経営が安定する 漁業所得の合計 千円 20,000.0 40,000.0 15,000.0 40,000.0 40,000.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 3,983 18,000 0 3,300 10,947

千円 0 16,200 2,200 2,900 9,800

千円 0 0 0 0 0

千円 4,647 1,824 31 417 1,165

千円 8,630 36,024 2,231 6,617 21,912

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 8,630 36,024 2,231 6,617 21,912

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

用地を取得することにより、集落道の工事が可能となった。

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

H27 H33

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　霧島市が管理し、錦江漁協が活用する永浜漁港を漁村の活性化と地震・津波対策のため整備する。
永浜漁港
①集落道の整備
②物揚げ場の整備
③船揚場の整備
④野積み場の整備
⑤防波堤の改良

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、施設の持続的な保全管理を行うとともに、力強い農業を支える農業生産基盤の整備に取り組みます。
　林業については、木材生産コストの低減による生産量の増大を図るため、高性能林業機械の導入促進や林道等の路網整備を図るとともに、特用
林産物の生産基盤の更なる整備を進めます。
　水産業については、水産資源の育成を図るとともに、「育てる漁業」への転換を進め、漁港や漁場の整備に努めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　永浜漁港については、昭和26年のルース台風
以降、一部を除き未整備である。集落内の市道
も途中から２ｍと狭く、救急車など緊急車両等の
乗り入れもできない深刻な状況である。
　漁港整備については、合併前の隼人町時代
から自治会や漁協から要望があり、背後集落も
含めた一体的な整備の要望が望まれている。 投

入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

　永浜漁港整備のため集落道の用地を取得した。
　　3筆　1,074㎡
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0106030301030202 漁港整備事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

■

☐

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

漁港整備のための進入路となる集落道の工事に着手する。

公有水面の埋立願書申請を行うとともに、集落道の整備を引き続き進める。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
漁港を整備することで、漁業を営む上での基盤が整い効率化が図
られ、漁業者の所得が向上して農林水産業の経営体質が強化さ
れるので市の施策体系に結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

永浜漁港は、市の管理する漁港であるため市が事業主体となり整
備するのは妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
集落道の整備、物揚場の整備、船揚場の整備等一体的な整備に
より効率化を図る計画としており、成果が向上する余地は十分にあ
る。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
漁村再生計画に基づき継続して行う補助事業であるため、廃止は
できない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

漁港として最小限の機能を整備する事業であるため、削減の余地
はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

本事業に携わる人員は必要最小限に留めており、これ以上の削
減や効率化を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

地元漁業者だけでなく、一般市民（釣り客等）も受益を受けるため
公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106030301030202 漁港整備事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 7 7

10 0 0

11 7 10 10

7 10 10

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 486 0

14 0 0

15 0 6,600 21,895

16 0 0

17 公有財産購入費 1,718 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 20 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

2,231 6,617 21,912

0 0

0 3,300 10,947

2,200 2,900 9,800

0 0

31 417 1,165

計 2,231 6,617 21,912

当初予算 37,836 区分 名称 金額

補正予算 ▲ 29,983 県支出金 農山漁村地域整備交付金 0

▲ 29,983 地方債 漁港整備事業債 2,200

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 7,853 0

0

0

0

0

合　計 2,200

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

補正第6号

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106030201030203 事務事業名 漁業資源放流支援事業（パイロット事業）
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 02 生産基盤の整備 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 8 年度～）

項 03 水産業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 水産業振興費 根拠法令・条例等 霧島市水産業事業補助金交付要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

補助金交付団体数 団体 2 2 2 2 2

放流回数 回 4 4 4 4 4

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

海面漁業者 海面漁業者数 人 205 269 201 201 201

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

漁業者の経営が安定する 霧島市漁獲高 t 563.0 483.0 419.0 419.0 419.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 95 91 91 91 91

千円 95 91 91 91 91

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 95 91 91 91 91

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

放流することで、水産資源の維持向上、漁業者の経営安定が図られた。

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　海面漁業者によるヒラメ２，６４０匹とマダイ２７，６２３匹を隼人町及び国分地先と福山町漁協地先沖合い５０ｍにそれぞれ４月から７月にかけて放流
を行う事業の経費について，一部補助を行う。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　農業については、施設の持続的な保全管理を行うとともに、力強い農業を支える農業生産基盤の整備に取り組みます。
　林業については、木材生産コストの低減による生産量の増大を図るため、高性能林業機械の導入促進や林道等の路網整備を図るとともに、特用
林産物の生産基盤の更なる整備を進めます。
　水産業については、水産資源の育成を図るとともに、「育てる漁業」への転換を進め、漁港や漁場の整備に努めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　年々資源が枯渇していく湾奥の水産資源の維
持や増大を図るため、平成８年度より開始された
。　湾奥に位置する漁場のため水質の悪化、漁
業者の高齢化、漁業資源の減少等、漁業者を
取り巻く環境は厳しい。　漁業を取り巻く環境が
悪化しているため、放流事業は継続してほしい（
地元漁協）。　 投

入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

　ヒラメ２，６４０匹とマダイ２７，６２３匹を隼人町及び国分地先と福山町漁
協地先沖合い５０ｍに放流した。
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0106030201030203
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

水産資源の維持向上と漁業者の経営安定を図るため引き続き事業を行う。

水産資源の維持向上と漁業者の経営安定を図るため引き続き事業を行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

漁業資源放流支援事業（パイロット事
業）

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
稚魚を放流することによって、水産資源の維持向上、漁業者の経
営安定に繋がり、政策に結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

種苗の放流事業により、水産資源の維持向上、漁業者の経営安
定を図ることができ、霧島市に隣接する湾奥の活性化にも繋がるこ
とから妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
継続的に事業を実施することで、水産資源の増加が期待でき、成
果向上の余地はある。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
稚魚の放流を中止することにより、湾内の資源の維持培養が難し
くなり、また漁獲高が減少するため、産業の衰退が懸念される。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

本事業は、一定割合の補助金のみの最小限経費で構成されてお
り、削減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

本事業に携わる人員は必要最小限に留めており、これ以上の削
減や効率化を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

稚魚は錦江湾の漁場に放流され,受益者は全ての漁業者や一般
県民である釣り客であるため適正である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106030201030203 漁業資源放流支援事業（パイロット事業）
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 91 91 91

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

91 91 91

0 0

0 0

0 0

0 0

91 91 91

計 91 91 91

当初予算 91 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 91 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106030201030301 事務事業名 水産多面的機能発揮対策事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 03 農山漁村の振興 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 22 年度～）

項 03 水産業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 水産業振興費 根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

アマモの移植 回 2 2 2 2 2

稚貝の放流・沈着促進 回 0 0 0 0 0

清掃活動 回 0 0 0 0 0

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

藻場・干潟 アマモの移植及び播種面積 ㎡ 400 400 400 400 400

藻場・干潟 稚貝の放流・沈着促進面積 ㎡ 0 0 0 0 0

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

回復を図る ％ 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 125 125 125 125 125

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 271 271 271 271 271

千円 396 396 396 396 396

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 396 396 396 396 396

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

藻場・干潟は水産資源の保護・培養に重要な役割と水質浄化等の公益的機能があり、漁業者等がその機能の維持・回復に資する保全活動を国と
地方自治体がそれぞれの役割に応じて支援する対策である。
【実施主体】錦江・福山町漁協の漁業者による組織
【交付率】２５％
【事業内容】藻場の保全活動のためにアマモの移植、干潟の保全活動に稚貝の放流等　藻場・干潟の保全・回復と水質浄化を図る。
交付金事業で国・県・市が地域協議会へ負担金を支出し、協議会から事業主体へ交付を行う事業である。
この事業は、平成２５年度から水産多面的機能発揮対策事業に名称変更されて引き継がれている。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
自然環境に寄与する人工藻場の面積/人工
造成計画面積

イ

ウ

　計画的な改修や維持管理により、農地や農道、水路などの保全に努めるとともに、有害鳥獣被害の抑制や耕作放棄地の解消及び利活用、さらに
、地域資源を生かした農業体験や農家民泊などのグリーン・ツーリズムを推進することにより、農村の活性化を図ります。
　また、山村地域の環境保全の観点から再造林を推進し、森林資源の循環利用により、山村地域の経済の好循環を図るとともに、漁村地域におい
ても、特性を生かした活力ある地域づくりを展開します。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

平成２１年調査の水質悪化を改善するために取
り組んだ。藻場が確実に減少している。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

きりしま藻場守り隊　
　藻場の保全
　①アマモの移植及び播種（2*4ｍ9枚設置）　　38人参加
　②モニタリング（事業実施後の調査）　　　　　　12人参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　
ふくやま藻場守り隊　
　藻場の保全
　①海藻の種苗投入　　　　　　　　　　　　　　　31人参加
　②モニタリング（事業実施後の調査）　　　　　11人参加

地域で藻場や干潟の保全活動を続けることで、きりしま地域（隼人町小浜
や国分広瀬、敷根、福山地区）の藻場の保全が図られた。
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0106030201030301 水産多面的機能発揮対策事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④
事業計画に基づく継続事業であり廃止できない。

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

藻場の保護区を守ることと、藻場の造成について今後も継続して取り組む必要がある。

藻場の保全活動については、地域によって活動成果に差があるので、今後も継続して取り組むことが大切である。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
アマモの移植は藻場の保全回復に繋がり、資源の増加や水域の
水質の保全になされることに結びつく。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

藻場の保全・回復は湾奥の浄化に繋がることから、市が行う責務
があり妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
アマモの移植により、藻場の保全回復に繋がり、資源の増加や水
域の水質の保全されるため成果向上の余地はある。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

本事業は、補助金のみの最小限経費で構成されており、削減の
余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

本事業に携わる人員は必要最小限に留めており、これ以上の削
減や効率化を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

藻場の保全・回復を図るための事業であり、受益者は漁業者のみ
ではなく一般市民となることから、公平・公正である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106030201030301 水産多面的機能発揮対策事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 93 96 96

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 33 30 30

33 30 30

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 270 270 270

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

396 396 396

0 0

125 125 125

0 0

0 0

271 271 271

計 396 396 396

当初予算 396 区分 名称 金額

補正予算 0 県支出金 水産多面的機能発揮対策事業費 125

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 396 0

0

0

0

0

合　計 125

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020101030301 事務事業名 林業施設維持管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 03 農山漁村の振興 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 18 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 林業総務費 根拠法令・条例等 地方自治法第２４４条の２（指定管理）

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

林業施設維持管理費（委託料） 千円 6,522 6,264 5,925 5,926 6,031

　　　　　　　　〃　　　　　（修繕料） 千円 686 600 5,036 500 500

　　　　　　　　〃　　　　　（保険料） 千円 128 129 131 134 134

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民 人口 人 125,755 130,000 124,785 126,230 126,490

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

％ 91.0 20.0 93.4 20.0 20.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 25 27 27 30 30

千円 7,399 7,082 11,285 6,821 6,873

千円 7,424 7,109 11,312 6,851 6,903

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 7,424 7,109 11,312 6,851 6,903

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

市民に森林を利用したレクリエーションの場を提供し市民の健康増進を図るため、維持管理を行う。
指定管理施設・・・黒石岳森林公園、丸岡公園バンガロー施設、溝辺竹子集会センター
直営施設・・・川原加工貯蔵施設、多目的研修集会所（川原、塚脇、清水）、松ヶ野地区林業集会施設、林構事業機械保管倉庫（鐘突）、福山であ
いの森、そよかぜ橋

直営施設は、適宜施設の修繕を行い施設の維持管理を行う。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
森林を利用したレクリエーションの場を
享受し、健康増進が図られる

利用者アンケートで満足・やや満足と答えた
割合

イ

ウ

　計画的な改修や維持管理により、農地や農道、水路などの保全に努めるとともに、有害鳥獣被害の抑制や耕作放棄地の解消及び利活用、さらに
、地域資源を生かした農業体験や農家民泊などのグリーン・ツーリズムを推進することにより、農村の活性化を図ります。
　また、山村地域の環境保全の観点から再造林を推進し、森林資源の循環利用により、山村地域の経済の好循環を図るとともに、漁村地域におい
ても、特性を生かした活力ある地域づくりを展開します。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

林業施設については市の所有であり、施設に関
わる維持管理（光熱水費、修繕料及び保険料）
を市で行う。施設の維持管理について自然災害
、施設の老朽化があり、修繕費が増大した。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

林業施設の維持管理（光熱水費83千円、修繕料5,036千円、保険料131
千円、委託料5,925千円）

一部の施設を指定管理委託することで、経費の抑制、サービスの向上が
図られ、また、林業施設の維持管理を行うことで、林産物加工の促進に
繋がった。
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0106020101030301 林業施設維持管理事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤ 【参考：昨年度の内容】

■

【参考：昨年度の内容】☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

自然災害等発生したため、施設運営に影響がないよう迅速に修繕等をおこなった。今後も指定管理者と連携を図る。

施設の老朽化が進んでおり、修繕等により市民が安全に利用できる環境を整える。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？ 林業施設を適切に維持管理することは、林産物加工の促進、また
は経営の強化に繋がっているので意図に結びつくといえる。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？ 収益とサービス向上が見込める施設は、指定管理者での管理とし

、他は市所有の施設として維持管理を市が負っている。指定管理
を含め、市の所有施設の管理を市が行うことは当然の責務であり、
妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 施設の老朽化などハード面では、向上が困難な点もあるが、接客
や利便性など施設運営のソフトの面で改善に努めることにより、向
上する余地がある程度ある。 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？ 施設に手が入らなくなることで、老朽化が更に進むとともに、利用
者の事故も懸念され、更に管理が難しくなることが予想される。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ 既に必要最小限の経費で管理を行っており、これ以上の経費削

減は困難である。
 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

施設維持管理のための予算執行事務が主であり、これ以上の削
減の余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？ 施設の維持管理は、市民が安全に利用できる環境を整えるため

であり、不公平は生じない。また、施設利用者から使用料を徴収し
、受益者負担についても公平・公正であるといえる。 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020101030301 林業施設維持管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 5,118 598 598

0 0

0 0

0 0

0 0

82 98 98

5,036 500 500

0 0

0 0

0 0

12 130 134 134

0 0

0 0

0 0

130 134 134

13 5,925 5,979 6,031

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 139 140 140

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

11,312 6,851 6,903

0 0

0 0

0 0

27 30 30

11,285 6,821 6,873

計 11,312 6,851 6,903

当初予算 7,109 区分 名称 金額

補正予算 2,500 その他 川原地区加工貯蔵施設使用料 27

2,500 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 1,882 0

予算合計 11,491 0

0

0

0

0

合　計 27

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

補正第2号

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106030201030302 事務事業名 水産まつり開催事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 01 にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 03 活力ある農・林・水産業の振興 グループ 林務水産グループ

基本事業名 03 農山漁村の振興 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 1 年度～）

項 03 水産業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 水産業振興費 根拠法令・条例等 霧島市水産業事業補助金交付要綱等

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

イベント開催数 回 0 1 1 1 1

人 0 5,000 2,000 1,500 5,000

設置されるコーナーの数 箇所 0 5 10 5 5

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民及び市外からの来客者 来場者数 人 0 5,000 2,000 1,500 5,000

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

鮎のつかみ取りの参加者 人 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 60 500 330 500 500

千円 60 500 330 500 500

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 60 500 330 500 500

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

イベントを開催し，市の貴重な天然資源のひとつであり豊かな自然の象徴である鮎を広く市内外にＰＲするとともに，河川の環境保全・資源保護啓発
の推進を図る事業であったが、鮎の確保が難しくなり、また、実行委員会のあり方の再考の過渡期でもあったため、あり方について協議し、規模を縮
小し水産まつりとして開催している。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ 鮎まつりの参加者数→Ｈ28～水産まつりの参加者数

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
天降川が鮎の生息する自然豊かな川
であることを知ってもらう。

イ

ウ

　計画的な改修や維持管理により、農地や農道、水路などの保全に努めるとともに、有害鳥獣被害の抑制や耕作放棄地の解消及び利活用、さらに
、地域資源を生かした農業体験や農家民泊などのグリーン・ツーリズムを推進することにより、農村の活性化を図ります。
　また、山村地域の環境保全の観点から再造林を推進し、森林資源の循環利用により、山村地域の経済の好循環を図るとともに、漁村地域におい
ても、特性を生かした活力ある地域づくりを展開します。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　平成元年、日当山天降川漁業協同組合よりま
つりを通して天降川の鮎を県内外にＰＲしたいと
の要望により始まる。　
　来客数も年々増加し，鮎のＰＲや河川の環境
保全・資源保護啓発が図られてきたが，この事
業が行政主体になっている。　実行委員会のあ
り方を再考し、水産まつりとして開催。今後、実
行委員会を市内水面漁業協同組合協議会に移
管予定。　

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

○来場者数　2,000人
　鮎飯　741食　活き鮎　570尾　塩焼664尾　イワガキ　約400個　
　あさり　129㎏　完売

天候に恵まれ水産物が短時間で完売し、鮎は追加が必要となる盛況ぶり
で、水産物のPRが図られた。
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0106030201030302 水産まつり開催事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

☐

■  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

内水面漁業協同組合協議会と共同で水産まつりを開催し、事務局移管が滞りなく行えるように環境を整える。

内水面漁業協同組合協議会に事務局を移管し、同協議会主催で水産まつりの運営を行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
霧島市の海や川の資源を市民及び市外からの来客者に知っても
らうことで、本市の水産物や環境に対する関心と理解を深めること
になり、結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

本市の水産物をＰＲし、環境問題に市民の目を向けてもらい、市
民一人一人が海や川を守っていかなければならないという意識を
持ってもらう動機づけを行う事業であるため、市が行うことは妥当で
ある。 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
本市の水産物をＰＲすることで漁業者の所得を向上させ、より多く
の市民に環境保全に関心を持ってもらうことで水質の向上が期待
でき、成果が向上する余地がある。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
霧島市における鮎の解禁時期の風物詩として市民に親しまれて
おり、廃止した場合、霧島市の海や川でとれる資源のことや河川
浄化の大切さを県内外の人々に知ってもらう機会が減る。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

イベント開催における最小限の経費を計上しており、現在のところ
削減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

事務局は内水面漁業協同組合協議会に移管するが、市のサポー
トも必要となり、すぐに削減することは厳しいが、段階的に削減の
余地はある。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

霧島市内外を問わず参加したいと思うすべての人が対象であり、
公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106030201030302 水産まつり開催事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 330 500 500

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

330 500 500

0 0

0 0

0 0

0 0

330 500 500

計 330 500 500

当初予算 500 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 500 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020202010101 事務事業名 松くい虫防除事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 01 自然環境の保全 内線番号 2361

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H S52 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 林業振興費 根拠法令・条例等 森林病害虫等防除法

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

景勝松林樹幹注入本数 本 132 167 167 101 167

特別伐倒駆除 ㎥ 50 350 52 50 52

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

景勝松林 景勝松対象松 本 747 747 747 747 747

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

病害虫から守る 樹幹注入本数／景勝松対象松 ％ 18.0 18.0 22.0 18.0 22.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 644 4,511 662 1,313 1,313

千円 0 0 0 0 0

千円 170 224 203 250 250

千円 1,110 2,306 1,984 1,450 1,568

千円 1,924 7,041 2,849 3,013 3,131

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 1,924 7,041 2,849 3,013 3,131

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　霧島市内景勝地のレクリェーションの場に欠かすことのできない公益的機能の高い松林について、対象木747本に対し計画的に数年に分け冬期
間に健康な松の樹幹に小孔をあけて予め薬剤を注入し、松くい虫被害を防止する。また、霧島地区（高千穂河原）においては松くい虫による被害木
を伐倒・破砕することで、被害の拡大を防止する。
※委託業者：森林組合（指名入札５社）
※薬剤残留検査：（目的：薬剤の効果確認，手法：枝等を検査機関へ持ち込み，金額：無料）

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　森林が持つ水源かん養、二酸化炭素の吸収・固定、土砂災害の防止などの多面的な機能を維持・増進するため、森林を適切に管理するとともに
、霧島市天降川等河川環境保全条例や関係法令等に基づき、錦江湾や河川等の水辺の自然を保全します。
　また、各種事業の実施に当たっては、計画段階において、自然環境に与える影響を予測・回避し、自然環境の保全に努めます。
　さらに、自然保護に関する各種行事や環境学習等を通して、市民や事業者の自然保護意識の向上を図ります。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　移入虫であるマツノダラカミキリ虫が媒介する
マツノザイセンチュウで松が枯死するため、昭和
52年度から森林の荒廃を防ぐために開始した。
　10年周期くらいで被害量は増えたり減ったりを
繰り返している。　

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

景勝林樹幹注入事業
国分広瀬海岸（41本）、国分海浜公園（50本）、天降川公園（25本）、霧島
神宮参道（40本）、国民休養地（11本）
特別伐倒駆除事業
霧島田口地区（50㎥）

景勝松対象松について、計画どおり樹幹注入を実施し、松くい虫被害を
未然に防止できた。
　また、霧島田口地区周辺の松くい虫被害木については、特別伐倒駆除
を実施し、被害拡大を防止することができた。
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0106020202010101 松くい虫防除事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

☐

■

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

被害量調査や薬剤の残留検査等を行い、計画的かつ効果的に薬剤注入を実施する。

松くい虫の被害発生時期や被害量を的確に把握し、計画的まつ効果的な松林の保全に努める。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
　景勝松林を病害虫から守ることで、景勝松林の保全に繋がるの
で結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

　観光客や市民の訪れる憩いの場の自然環境の保全を図ることを
目的としているので市が本事務事業を実施することは妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
　景勝松林において、年次的かつ計画的に事業箇所を指定して
実施しているため、目標（計画）以上の実施はないことから、成果
指標が向上する余地はほとんどない。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？ 　松くい虫による松枯れ被害が拡大し、景観が悪くなり観光地とし
て魅力が損なわれるため、廃止・休止はできない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ 　事業費の削減は事業量（成果）の縮小に繋がるため、削減の余

地はない。
 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

　委託料のみの最小限経費で構成されており、削減の余地はない
。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？ 　観光資源としても松林を保全することは、広く市民に有益である

ので公平・公正である。
 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020202010101 松くい虫防除事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 2,849 3,013 3,131

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

2,849 3,013 3,131

0 0

662 1,313 1,313

0 0

203 250 250

1,984 1,450 1,568

計 2,849 3,013 3,131

当初予算 7,041 区分 名称 金額

補正予算 0 県支出金 松くい虫被害対策事業費 662

0 その他 雑入 203

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 7,041 0

0

0

0

0

合　計 865

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020502010101 事務事業名 企業との協働の森づくり事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 01 自然環境の保全 内線番号 2372

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 19 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 森林整備事業費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

「企業と協働の森」の除間伐実施面積 ha 2 2 2 2 2

企業からの寄付金額 千円 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市有林 市有林面積 ha 2,699 2,699 2,699 2,699 2,699

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

適正に管理する。 施業実施面積 ha 2.0 2.0 1.6 2.0 1.6

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 1,000 1,000 997 1,000 1,000

千円 -6 0 0 0 0

千円 994 1,000 997 1,000 1,000

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 994 1,000 997 1,000 1,000

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

企業と「森づくり事業」の協定を結び、寄付金により市有林の整備を行うものである。

　平成19年度から、トヨタ車体㈱と㈱トヨタ車体研究所より寄付金100万円を寄付いただき森林整備を実施。１期（19年度より23年度）では、牧園地区
の5箇所、約14ha、２期（24年度より28年度）では、牧園地区4箇所、国分地区1箇所で約11haの間伐を実施した。現在は３期（29年度より33年度）を
実施中である。森林整備を行った森林は、「トヨタ車体グループの森」と名づけ、看板を設置している。また、環境環境啓発イベント等を開催し、森林
の持つ公益的機能や二酸化炭素吸収源としての森林の重要性を、市民の皆さんと考える場として活用している。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　森林が持つ水源かん養、二酸化炭素の吸収・固定、土砂災害の防止などの多面的な機能を維持・増進するため、森林を適切に管理するとともに
、霧島市天降川等河川環境保全条例や関係法令等に基づき、錦江湾や河川等の水辺の自然を保全します。
　また、各種事業の実施に当たっては、計画段階において、自然環境に与える影響を予測・回避し、自然環境の保全に努めます。
　さらに、自然保護に関する各種行事や環境学習等を通して、市民や事業者の自然保護意識の向上を図ります。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

森林は森林資源の造成という機能だけでなく、
災害防止や、二酸化炭素の吸収源としても期待
されている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

牧園町高千穂にある手洗市有林1.60haにおいて、除間伐を実施した。
・牧園町三体堂字佐木段2003-10
　　委託先　： 北姶良森林組合　　　　　
　　　　　　　　

協定に基づく計画的かつ年次的な除間伐の実施により、市有林の健全
な育成が図られている。
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0106020502010101 企業との協働の森づくり事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤ 市有林維持管理事業

☐ 寄附金による事業のため、他の事業とは統合できない。

■

☐

⑥
財源が寄付金のみの事業であるため削減の余地はない。

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
　寄附金により市有林が適正に管理されることによって市有林が
保全されることに繋がるので結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

　企業とのパートナーズ協定に基づく事業であるため、全額寄付
金により実施している。また、市有林であるため、市が管理を行わ
なければならないため、市が実施する事務事業として妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
パートナーズ協定により定められた寄附金100万円を財源として効
率的な市有林整備に努めることにより、向上する余地はある程度
ある。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
企業とのパートナーズ協定に基づく事業であり、市が一方的に廃
止することはできない。また、仮に廃止された場合、これまで行っ
てきた森林整備ができなくなることから影響は大きい。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

作業は全て委託しており、職員の作業時間は必要最小限であるた
め、削減を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

市有林の委託発注については、基本的に入札形式を採用してい
るため、一部の受益者に偏ることはなく公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

本事務事業は、企業との協定に基づき、対象地や施業方法についても協議の上、効率的かつ効果的に実施していることから、新
たに取り組むべき課題はない。

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

『企業との協働の森づくり事業』パートナーズ協定に基づき、株式会社トヨタ車体研究所より頂いた寄付金をもとに市有林の除間伐
を行う。

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020502010101 企業との協働の森づくり事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 997 1,000 1,000

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

997 1,000 1,000

0 0

0 0

0 0

997 1,000 1,000

0 0 0

計 997 1,000 1,000

当初予算 1,000 区分 名称 金額

補正予算 0 その他 指定寄附金 997

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 1,000 0

0

0

0

0

合　計 997

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020502010102 事務事業名 市有林維持管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 01 自然環境の保全 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ ― 不明）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 森林整備事業費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市有林の施業実施面積 ｈａ 56 33 50 56 50

森林国営保険加入面積 ｈａ 219 196 311 219 311

間伐、主伐により市有林から搬出された材積 ㎥ 2,724 3,500 2,637 2,724 3,500

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市有林 市有林面積 ｈａ 2,699 2,531 2,699 2,699 2,699

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

適正に管理する。 施業実施面積 ｈａ 56.3 40.0 49.5 60.0 49.5

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 45,647 26,662 26,662 27,732 27,732

千円 0 0 0 0 0

千円 0 16 16 0 0

千円 339,624 41,598 42,965 41,039 41,039

千円 385,271 68,276 69,643 68,771 68,771

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 385,271 68,276 69,643 68,771 68,771

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

市有林を適正に管理するための整備や市有林監視人の設置、森林保険への加入などを行う。
除間伐及び下刈等の森林整備については森林組合等の認定林業事業体に委託して行っている。
森林保険は市有林の人工林を対象にしている。また、掛金については費用対効果を考慮し、適正な付保率となるよう努めている。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　森林が持つ水源かん養、二酸化炭素の吸収・固定、土砂災害の防止などの多面的な機能を維持・増進するため、森林を適切に管理するとともに
、霧島市天降川等河川環境保全条例や関係法令等に基づき、錦江湾や河川等の水辺の自然を保全します。
　また、各種事業の実施に当たっては、計画段階において、自然環境に与える影響を予測・回避し、自然環境の保全に努めます。
　さらに、自然保護に関する各種行事や環境学習等を通して、市民や事業者の自然保護意識の向上を図ります。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　市が所有する山林を適切に維持管理するため
に開始した。　木の林齢が高齢化していくため、
今後、補助対象外の山林が増加する。そのため
、市単独の除間伐事業等をする必要性が増し
た。　環境保全の観点からも市有林の適切な整
備を進めていくよう市民から要望がある。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

①下刈　13.15ha　　
　　　　霧島市国分郡田字岩瀬戸3422-1　ほか
②除間伐　34.62ha
　　　　霧島市国分川内蓑掛3765-1ほか５筆
③森林保険加入　　310.78ha　
④市有林監視人による巡視活動　7人
⑤皆伐・再造林委託　　1.77ha

適正な市有林の維持管理が図られた。
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0106020502010102 市有林維持管理事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

■

☐

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

市有林の適正な維持管理、適正な森林施業（除間伐等）を行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？ 市有林を適正に管理することによって、森林が保全されることに繋
がるので結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？ 森林の持つ公益的機能を十分に発揮させるため、市有林を整備

することは市が実施する事務事業として妥当であり、当然の責務
である。 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 国・県の補助事業をさらに活用することで、成果の向上が期待でき
る。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？ 事業地は市有林であり、市が適切な管理を行うことは当然の責務
であるため、廃止・休止はできない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ 国県の補助対象となるところは、積極的に補助事業を導入してい

るので、これ以上の事業費削減の余地はない。
 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

現在、市有林の施業は森林組合等の認定林業事業体に委託（入
札形式）し、最小限の人員で処理しているため、人件費の削減を
図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？ 市有林の委託発注については、基本的に入札形式を採用してい

るため、一部の受益者に偏ることはないため公平である。
 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

市有林の施業については、できるだけ高率の補助事業を活用するように取り組むとともに、担当者研修会等を通じて担当者間の
技術、知識の共有を図りながら、適切な森林施業に取り組んでいく。維持管理については、今後も現状を維持しながら引き続き適
正かつ効果的に事業を行う。

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020502010102 市有林維持管理事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 478 555 555

9 0 0

10 0 0

11 10 18 18

10 18 18

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 9,337 8,998 8,998

0 0

0 0

5,316 8,998 8,998

4,021 0

13 50,749 50,252 50,252

14 5,334 8,893 8,893

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 3,680 0

18 0 0

19 55 55 55

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

69,643 68,771 68,771

0 0

26,662 27,732 27,732

0 0

16 0

42,965 41,039 41,039

計 69,643 68,771 68,771

当初予算 68,276 区分 名称 金額

補正予算 0 県支出金 森林環境保全直接支援事業費 4,465

0 県支出金 ふるさとの森生産性強化対策事業費 22,197

0 その他 雑入 16

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 2,007 0

予算合計 70,283 0

0

0

0

0

合　計 26,678

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020502010103 事務事業名 森林環境税事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産課グループ

基本事業名 01 自然環境の保全 内線番号 2372

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 17 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 森林整備事業費 根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

森林づくり推進員活動 日 265 265 265 265 265

森林健全化整備（森林の除間伐） 14 46 - - -

森林づくり基盤整備（作業道･作業路・集材路の路網整備） ｍ 17,273 17,273 - - -

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

森林施業計画の対象となる森林 森林施業計画面積 11,342 13,500 - 13,500 -

民有林 林業作業従事者数 人 105 105 - 105 -

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

計画的な森林整備が促進される ％ 2.5 3.0 - 3.0 -

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 3,895 4,101 810 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 4,395 859 857 0 0

千円 8,290 4,960 1,667 0 0

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 8,290 4,960 1,667 0 0

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　市で委嘱した森林づくり推進員を活用し、間伐未実施林分の把握、森林所有者への間伐の督励、選木、伐採の指導及び現地調査を行い、森林
の一体的かつ効率的な整備、森林の多目的な機能の維持、増進を図る。また、林業事業体へ間伐作業に必要な作業路等開設に係る経費を助成
することにより、森林所有者の施業意欲が向上を図り、適切な森林整備を促進する。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ ｈa

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア ｈa

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア 施業実施面積/森林施業計画面積

イ

ウ

　森林が持つ水源かん養、二酸化炭素の吸収・固定、土砂災害の防止などの多面的な機能を維持・増進するため、森林を適切に管理するとともに
、霧島市天降川等河川環境保全条例や関係法令等に基づき、錦江湾や河川等の水辺の自然を保全します。
　また、各種事業の実施に当たっては、計画段階において、自然環境に与える影響を予測・回避し、自然環境の保全に努めます。
　さらに、自然保護に関する各種行事や環境学習等を通して、市民や事業者の自然保護意識の向上を図ります。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　平成17年度から森林環境税を財源とする事業
が始まり、森林づくり推進員活動補助がスタート
した。また、高齢級除間伐と作業路等の森林基
盤整備に対する上乗せ補助を開始した。　木材
価格の低下による森林施業意欲が低下している
。　森林所有者から、森林を適正に保全するた
めさらに支援の拡充の要望がある。 投

入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

①森林づくり推進員活動　　　　　　265日　　
②森林づくり間伐事業　　　 　　　　　  -ha　　　
③森林づくり基盤整備　　　　　　 　　　-ｍ　　　

森林づくり推進員の活動等により、間伐実施林分の把握や間伐推進の
督励を図られた。
また本事業により集材路の開設経費や除間伐経費への上乗せ助成を行
うことにより森林所有者の負担軽減が図られた。
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0106020502010103 森林環境税事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

今後は、他事業にて、継続して効率的、効果的に事業に取り組む。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局 農振水産部 田島　博文

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

（２）総　評

今後は、他事業にて、継続して効率的、効果的に事業に取り組むため、当該事業は休止とする。

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
森林施業計画の対象となる森林が計画的に整備されることによっ
て、森林が持つ多様な公益的機能が維持されることに繋がるので
結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

森林・林業基本法第六条に「地方公共団体は、基本理念にのっと
り、森林及び林業に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その
地方公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた施
策を策定し、及び実施する責務を有する」と規定されており、森林
の保全は市の役割であることから妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
木材価格の低迷による施業意欲の低下により、森林所有者からの
施業同意が得られず適切な森林整備が行われていない放置林（
民有林）が一部あるため、森林づくり推進員の活動日数を増やし、
熱心な事業説明を行うことにより成果の向上が期待できる。 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
廃止すれば森林所有者の意欲が減退し、施業面積が減少する恐
れがあり、森林保全に与える影響が大きいことから、廃止・休止は
できない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

木材価格の低迷により、採算性が悪化しており施業経費に対する
個人負担が重く、森林の荒廃が懸念されることから、補助金の削
減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

業務内容は補助金の支払い等最低限の業務であり、これ以上の
削減を図る余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

この事業は、森林の公益的機能の増進に資する整備を実施した
森林所有者に対し、公的法人を通じ補助を行う事業であり公平で
ある。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

平成31年度から、当該森林勧業税事業事業は廃止され国の森林環境譲与税を使い、森林作り推進員の活動を行うことになる。ま
た、間伐事業、基盤整備等については、森林整備事業へ改善され事業を平成30年度より実施している。

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性

47



0106020502010103 森林環境税事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 1,620 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 47 0 0

0 0

0 0

0 0

47 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

1,667 0 0

0 0

810 0

0 0

0 0

857 0 0

計 1,667 0 0

当初予算 4,960 区分 名称 金額

補正予算 0 県支出金 森林環境税関係事業費 810

0 県支出金 森林環境税関係事業費 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 ▲ 2,007 0

予算合計 2,953 0

0

0

0

0

合　計 810

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020502010104 事務事業名 森林整備事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 01 自然環境の保全 内線番号 2372

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 11 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 森林整備事業費 根拠法令・条例等 森林・林業基本法、霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

作業路等開設延長 ｍ 19,133 12,700 11,701 12,700 12,700

施業実施面積（除間伐・再造林・下刈） ｈａ 385 385 390 385 385

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

民有林 森林施業計画面積 ｈａ 11,342 13,500 13,381 13,600 13,600

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

森林が整備される 施業実施面積／森林施業計画面積 ％ 2.5 3.0 2.9 3.0 3.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 7,225 590 590 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 15,428 11,786 13,303 11,000 11,000

千円 22,653 12,376 13,893 11,000 11,000

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 22,653 12,376 13,893 11,000 11,000

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　森林所有者の施業意欲の向上と健全な森林を育み、自然環境を保全することを目的として、除間伐に県の標準単価の10％、作業路等の開設に
事業費の20％、再造林に45,000円／ha（定額）、下刈に県の標準単価の10％の補助を行い、森林の適切な維持を図る事業である。
【事業実施主体】姶良東部森林組合、姶良西部森林組合、北姶良森林組合
【事業内容】作業路等開設整備・除間伐・再造林・下刈経費に対する上乗せ補助

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　森林が持つ水源かん養、二酸化炭素の吸収・固定、土砂災害の防止などの多面的な機能を維持・増進するため、森林を適切に管理するとともに
、霧島市天降川等河川環境保全条例や関係法令等に基づき、錦江湾や河川等の水辺の自然を保全します。
　また、各種事業の実施に当たっては、計画段階において、自然環境に与える影響を予測・回避し、自然環境の保全に努めます。
　さらに、自然保護に関する各種行事や環境学習等を通して、市民や事業者の自然保護意識の向上を図ります。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　木材価格が低迷し、山林が荒廃しはじめたこと
から森林組合からの要請があり、平成１１年度か
ら助成を開始した。　木材価格が低迷している。
　森林所有者からは、環境保護のため、森林整
備へ更に支援の拡充を求める声がある。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

①除間伐　　　　　　　175.03ha
②森林作業道　　　　　11701ｍ
③再造林　　　　　　　　55.13ha
④下刈　　　　　　　　　159.84ha

本事業により路網開設・除間伐・再造林・下刈経費への助成を行うことに
より、森林所有者の負担軽減が図られるとともに、民有林の適切な維持管
理が図られた。
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0106020502010104 森林整備事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

■

☐

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・事業拡充 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

民有林への補助をこの事業にて継続して積極的な支援を行う。

公共造林事業等（国庫）や森林環境税関係事業（県事業）において実施する除間伐等に対して、引き続き積極的な支援を行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局 農林水産部 田島　博文

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

（２）総　評

公共造林事業等（国庫）や森林環境税関係事業（県事業）において実施する除間伐等に対して、引き続き積極的な支援を行う。

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
民有林が整備されることによって、森林環境が保全されることに繋
がるので結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

森林・林業基本法第６条に「地方公共団体は、基本理念にのっとり
、森林及び林業に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その
地方公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた施
策を策定し、実施する責務を有する」と規定されており、森林の保
全は市の役割としていることから支援することが妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
施業意欲や木材価格の低下等により、森林所有者からの同意が
得られず適切な森林整備が行われない民有林（放置林）が一部あ
るため、路網開設経費等への上乗せ助成を行うことにより、森林所
有者の負担軽減を図り、森林整備に対する意欲を増進させること
で現状値の向上が期待できる。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
廃止すれば森林所有者の意欲が減退し、施業面積が減少する恐
れがあり、森林保全に与える影響が大きいことから、廃止・休止は
できない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない 【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

木材価格が低迷している現在は補助金がないと施業経費がまか
なえない状況であり、これ以上、事業費の削減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

業務内容は補助金の支払いの事務であり、これ以上の業務時間
削減を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

この事業は森林組合を通じて森林所有者への補助を行う事業で
あり公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020502010104 森林整備事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 13,893 11,000 11,000

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

13,893 11,000 11,000

0 0

590 0

0 0

0 0

13,303 11,000 11,000

計 13,893 11,000 11,000

当初予算 12,376 区分 名称 金額

補正予算 1,855 県支出金 かごしま竹の郷創生事業費 590

1,855 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 14,231 0

0

0

0

0

合　計 590

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

補正第2号

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020502010105 事務事業名 森林整備地域活動支援事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 01 自然環境の保全 内線番号 2372

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 14 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 森林整備事業費 根拠法令・条例等 霧島市森林整備地域活動支援交付金交付要綱等

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

支援交付金交付団体 団体 3 4 1 1 1

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

森林整備協定締結者（団体） 協定締結数 協定 4 7 2 2 2

森林施業計画対象区域内の森林 支援事業対象森林面積 ｈａ 1,883 8,500 784 1,500 1,500

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

間伐等森林整備が進む 森林施業計画面積 ｈａ 11,342.0 13,600.0 13,381.0 13,600.0 13,600.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 3,186 1,347 462 346 346

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 733 439 150 113 113

千円 3,919 1,786 612 459 459

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 3,919 1,786 612 459 459

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

事業により森林整備への関心が高まり、間伐や造林の促進が図られた。

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　木材価格の長期にわたる低迷やコストの増大等による森林所有者の経営意欲の低下、また林業従事者の減少・高齢化により林業生産活動が停
滞しており、森林施業が的確に実施されにくい状況となっている。
　そのため、森林経営計画に基づく協定を締結した山林、または今後、森林経営計画に組み込む山林などで、施業集約化の促進・作業路網の改
良活動を行った場合に、それぞれｈａあたり定額の交付金を交付し、山林の現況調査や作業路等の補修を行い、森林施業の推進を図る。

①森林経営計画作成促進　　　30,000円/ha

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　森林が持つ水源かん養、二酸化炭素の吸収・固定、土砂災害の防止などの多面的な機能を維持・増進するため、森林を適切に管理するとともに
、霧島市天降川等河川環境保全条例や関係法令等に基づき、錦江湾や河川等の水辺の自然を保全します。
　また、各種事業の実施に当たっては、計画段階において、自然環境に与える影響を予測・回避し、自然環境の保全に努めます。
　さらに、自然保護に関する各種行事や環境学習等を通して、市民や事業者の自然保護意識の向上を図ります。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

平成１４年度より森林施業の推進を図るため、国
がこの事業を開始した。１４年度から１８年度まで
は支援事業対象面積に対し１０，０００円／ｈａ交
付していたが、平成１９年度より事業の内容によ
り単価を分けて交付するようになった。さらに平
成２３年度から森林経営計画制度が導入された
ため、現在は森林経営計画へ移行している。こ
れに伴い、本事業においても国により対象活動
の大幅な見直しが行われている。特に要望・意
見等は寄せられていない。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

①森林経営計画作成促進　　　　　　
　20ha    　 600,000円
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0106020502010105 森林整備地域活動支援事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②
国の事業であり、市の関与は妥当であり、当然の責務である。

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

国の制度改正に伴い、実施基準が変更されている。新たな実施基準等に基づき適正な事業執行に努める。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
当事業により森林施業が進み、森林整備が図られ、その結果経営
体の体質が強化されるので、意図に結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
本事業を実施することにより、森林整備の重要性を所有者に理解
してもらい、森林経営計画（森林施業計画）への参加を促進し、ま
た、施業の集約化を進め、施業の団地化を行うことにより、成果の
向上余地がある。 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
森林整備事業実施の条件整備が進まなくなるため、影響は大きい
。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

国の制度により単価、負担割合決められており、事業費を削減す
るのは困難である。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

交付金の支払い等最低限の業務であり、これ以上の削減を図る余
地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

この事業は森林組合等を通じて山林所有者への補助（施業前の
森林現況調査等）を行う事業であり公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

森林の有する多面的機能が十分に発揮されるよう、森林経営計画の作成を通じた計画的かつ適切な森林整備の推進を図るため
、森林経営計画作成促進に引き続き取り組む。

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020502010105 森林整備地域活動支援事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 12 9 9

12 9 9

0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 600 450 450

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

612 459 459

0 0

462 346 346

0 0

0 0

150 113 113

計 612 459 459

当初予算 1,786 区分 名称 金額

補正予算 0 県支出金 森林整備地域活動支援交付金 450

0 県支出金 森林整備地域活動支援推進事業費 12

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 1,786 0

0

0

0

0

合　計 462

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020202010501 事務事業名 みどりの少年団育成事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 05 環境保全意識の向上 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ Ｓ 44 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 02 林業振興費 根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 時になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

みどりの感謝祭開催 回 1 1 1 1 1

活動発表大会及び交流集会 回 0 1 1 1 1

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

みどりの少年団（４団体） みどりの少年団員 人 71 80 68 80 80

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

緑化活動へ参加した団員延べ参加数 人 468.0 470.0 257.0 470.0 470.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 84 258 166 92 92

千円 84 258 166 92 92

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 84 258 166 92 92

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

次代を担う少年少女が「緑を愛し」「緑を守り」「緑を育てる心を養う」ことを通じて、人間性豊かな健康的で明るい社会人として育っていくことを目的と
して活動している。市からの助成等により、みどりの少年団の育成と健全な発展を図っている。
霧島市には市内４つの小学校にみどりの少年団が存在する。
竹子緑の少年団（26名）　　　　竹子小学校
安良緑の少年団（20名）　　　　安良小学校　　
霧島山緑の少年団（13名）　　 三体小学校
霧島小緑の少年団（9名）　　 霧島小学校
少年団の主な活動としては、みどりの感謝祭や地区交流会などの森林体験学習のほか、地区植樹祭への参加や街頭募金活動を行っている。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
活動を通じて森林の持つ役割を市民
に伝え理解を得る

イ

ウ

　環境学習の事例集やプログラム等の作成を通じ、学校における環境学習の基盤を整備するとともに、霧島市環境美化・河川環境保全推進員等と
連携し、環境問題に関する知識を持った人材（環境学習ボランティア）の発掘・育成に努め、社会教育や学校教育の場において積極的に活用しま
す。
　また、アダプト制度や環境イベントの開催等を通じて、NPO等の活動の場を提供するとともに、環境保全活動の内容を広く紹介することにより、市
民の関心と理解を深めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

次代を担う少年少女に対して、大自然の中で緑
を愛し、守り育てる心と健康で明るい心をもった
人間を育てることを目的として開始され緑の少
年団活動に取り組んでいる。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

緑の少年団補助金（23,000円×2少年団）
緑の少年団バス借上料（119,996円）募金活動ほか

少年団員数68名に対して感謝祭・研修等の緑化活動に参加した延べ参
加数は257人と前年度に比べ減少している。今年度は、活動休止の団等
あり、活動が停滞していたが、活動を再開した少年団の活動により、来年
度の活動成果は、回復すると思われる。
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0106020202010501 みどりの少年団育成事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧
各みどりの少年団に同様の補助を行っており、公平である。

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

現時点での課題なし。今後も効果的・効率的に事業実施。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
みどりの少年団が緑化活動することは、次代を担う少年少女の環
境に関する関心と理解を深め、森林の保全に結びつく。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

次代を担う少年少女に対して、自然環境の学習に取り組むことは
妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
緑の少年団を有する小中学校数が増加すれば、緑化活動へ参加
した団員延べ参加数が向上する余地がある。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
児童生徒数が減少し、緑の少年団の運営状態が難しい状況にあ
るなか、補助金を廃止した場合、存続が危ぶまれる。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

最低限の活動経費として体験学習等の部分を補助しているため
教材費等の削減はできない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

緑の少年団の活動は、各学校の自主的な活動と運営がなされて
おり、削除の余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

児童生徒数の減少と教育の多様化に伴い、緑の少年団の活動を支える育成会の負担が増大しているので、活動に対して支援を
継続する必要がある。

（１）事務事業の改革
改善方向性
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0106020202010501 みどりの少年団育成事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 120 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 46 92 92

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

166 92 92

0 0

0 0

0 0

0 0

166 92 92

計 166 92 92

当初予算 258 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 258 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020502010501 事務事業名 森林づくりイベント実施事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 01 人と自然が共生し快適で良好な生活環境の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 05 環境保全意識の向上 内線番号 2371

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ■ H 26 年度～）

項 02 林業費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 森林整備事業費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

森林づくりイベント開催 回 1 1 1 -

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民 人口 人 125,755 130,000 124,785 126,230 126,490

林業事業団体 林業関係事業体 団体 4 4 0 0 0

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

森林とふれあう イベントに参加した人数 人 105.0 110.0 54.0 100.0 100.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 200 200 164 0 0

千円 200 200 164 0 0

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 200 200 164 0 0

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　森林のもつ多面的機能、森林と人との関わり、林業や森林（もり）づくりの大切さの啓蒙普及を図るため、森づくりや林業振興に関するイベントを開
催もしくは参画、運営協力し市民へのＰＲに努める。
霧島市みどり推進協議会にて、平成２８年から国民の祝日になった８月１１日の「山の日」にイベント（森林整備ボランティアや市民が参加する体験学
習）を開催し、市から運営補助を行う。
平成３１年度実施分より、霧島市みどり推進協議会の自主財源のみで実施することとし、市からの運営補助については廃止した。
　

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

　環境学習の事例集やプログラム等の作成を通じ、学校における環境学習の基盤を整備するとともに、霧島市環境美化・河川環境保全推進員等と
連携し、環境問題に関する知識を持った人材（環境学習ボランティア）の発掘・育成に努め、社会教育や学校教育の場において積極的に活用しま
す。
　また、アダプト制度や環境イベントの開催等を通じて、NPO等の活動の場を提供するとともに、環境保全活動の内容を広く紹介することにより、市
民の関心と理解を深めます。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　平成28年度から、8月11日を「山に親しむ機会
を得て山の恩恵に感謝する山の日（祝日）とされ
たところです。
　本市では「山の日」にちなんで、山の大切さを
広く共有するため、ボランティアによる森林整備
や次世代を担う子供たちに山とふれあい学ぶ機
会を提供。
平成３０年度より、次世代を担う子供達を対象に
、山とふれあい学ぶ機会を提供する活動に絞り
実施。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

８月１１日「山の日」開催
森林体験学習　　　　　54名
（緑の少年団・一般参加）
計　　　　　　　　　　　　54名

次世代を担う子供たちを対象に森林学習会等を行う「山の日」イベントを
、を開催し山の大切さについて、意識の醸成が図られた。
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0106020502010501 森林づくりイベント実施事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

☐

■

⑤

■

☐

☐

⑥

☐

■

⑦

☐

■  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

外郭団体の自主運営にて、効果的に継続して事業実施をおこない森づくりの大切さの啓蒙普及を図る。

外郭団体での自主運営。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局 農林水産部 田島　博文

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
事業実施により市民が山に親しみ山の恩恵に感謝する機会を得
ることで、森林の多面的機能への理解を深め、自然環境保全、地
球温暖化対策など森林の保全に結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

将来の森林を守るのは森林所有者（市民等）の役割であり、多くの
市民に森林の大切さを認識していただきたく場を提供するのは市
の役割である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
森林の多目的機能が注目されるなか、祝日の「山の日」イベント開
催を市民へ情報提供し定着することで、市民が山とふれあい森林
の大切さを認識でき森林の保全が図られる。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
市民等に森林の多目的機能を情報提供出来れば森林の大切さを
再認識してもらう本市主催の唯一のイベントであるがみどり推進協
議会にて、関係機関と連携して、自主運営していくため、市民への
影響はほとんどない。 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

イベント開催は、基本的に市民等の一般参加や市民ボランティア
により行われるもので、最低限の費用で行っているので削減できな
い。平成３０年度においては、安全面を考慮して森林整備ボランテ
ィアを実施せず、環境学習イベントのみを実施。事業費を半減して
開催した。今後は、実施主体のみどり推進協議会のみで開催予定
。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

職員は、市民や各種団体への働きかけ、関係者の調整、広報活
動やイベント実施前の準備等で必要最小限の支出をおこなった。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

イベント開催は、基本的に市民等の参加やボランティアにより行わ
れているので、公平性は保たれている。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性

外郭団体の自主運営にて、効果的に継続して事業実施をおこない森づくりの大切さの啓蒙普及を図れるため、市からの補助金に
ついては、廃止とする。
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0106020502010501 森林づくりイベント実施事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 164 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

164 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

164 0 0

計 164 0 0

当初予算 200 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 200 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0106020502020301 事務事業名 木質バイオマス安定調達支援事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

政策名 02 くらし（みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり） 担当課長 中馬　聡

施策名 02 地球にやさしい循環型社会の形成 グループ 林務水産グループ

基本事業名 03 地球温暖化対策の推進 内線番号 2372

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 06 農林水産業費 ☐ H 年度～）

項 02 林業費 ■ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 森林整備事業費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画 特になし

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

木質バイオマス発電所燃料 トン 51,720 51,720 57,082 51,720 57,082

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

林地残材（未利用材） 鹿児島県の林地残材賦存量 ㎥ 545,000 545,000 545,000 545,000 545,000

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

木質バイオマス発電所燃料 トン 51,720.0 51,720.0 57,082.0 51,720.0 57,082.0

 （３） 総合計画との関係

 ⑥ 基本事業の目的、取組方針（総合計画より）　

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 51,000 51,000 51,000 0 0

千円 51,000 51,000 51,000 0 0

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 51,000 51,000 51,000 0 0

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

未利用材の利用が促進され、森林の整備が図られた。

平成31年度 （平成30年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

H26 H30

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

東日本大震災・福島第一原子力発電所事故を契機に、再生可能エネルギーへの期待が高まる中、豊富な森林資源に由来する木質バイオマス資
源の活用も注目されている。木質バイオマス発電は、チップ化された林地残材等を使用することから森林の整備が進み、森林の持つ公益的・多面
的機能の向上や鳥獣被害防止対策として中山間地域の周辺環境の整備が図られる。そこで、用燃材同時生産による林業生産仕組みの変更と安
定した燃料供給体制の確立を行い、供給側（山元）の経費の負担軽減と所得の向上を図るため、森林組合、素材生産者等の供給者が木質バイオ
マス発電所の燃料用に搬出する間伐材及び一般材に対して補助を行う。補助の対象は年間に最低限必要な60,000トンとする。
　　間伐材：年間利用量（トン）×1,000円
　　一般材：年間利用量（トン）×　500円　

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
29年度 30年度 31年度 2020年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

29年度 30年度 31年度 2020年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
木質バイオマス発電所で燃料として使
用する

イ

ウ

　本市の豊かな自然環境、生活環境、景観等の保全に十分配慮し、住民等の理解が得られた、太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス等の再生可
能エネルギー発電設備について導入を促進します。
　また、環境教育・環境学習の充実や環境情報の提供などにより、環境に配慮したライフスタイルへの転換を促し、家庭や事業所における温室効果
ガスの抑制を図ります。
　さらに、間伐等により、森林の適切な管理を促進するとともに、地域住民や企業など、多様な主体による市民参加の森林づくりを推進します。

29年度 30年度 31年度 2020年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

木材価格の低迷により森林整備が進まないこと
が懸念されているが、今まで未利用だった森林
資源が燃料として活用されることにより、森林の
持つ公益性・多面性の向上だけでなく、雇用創
出に伴う地域活性化などの効果が期待されてい
る。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成30年度の実績及び成果

（１）平成30年度の実績（取組） （２）平成30年度の成果

間伐材等　54,911.53トン　補助金額：49,942,805円
一般木質　2,171.43トン　補助金額： 1,057,195円
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0106020502020301 木質バイオマス安定調達支援事業
農林水産部

林務水産課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

☐

■

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 廃止 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局 農林水産部 田島　博文

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
林地残材が木質バイオマス発電所で燃料として使用されることに
よって、森林整備が進み、その結果森林環境が保全されるため、
目的に結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

森林・林業基本法第六条に「地方公共団体は、基本理念にのっと
り、森林及び林業に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その
地方公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた施
策を策定し、及び実施する責務を有する」と規定されており、森林
の保全は市の役割であることから妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
年間の補助金の予算が限られているため、補助対象となる原木の
調達量が向上する余地はほとんどない。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
本事業は平成30年度までを目処としているが、現時点で休止した
場合、木質バイオマス発電所への木材の安定供給に支障が生じ
ることに加え、除間伐の未実施や林地残材の増加により森林の保
全が進まず、森林の持つ公益性・多面性が損なわれることから、廃
止・休止はできない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

木材価格が低迷しており、未利用材を活用するための施業経費を
まかなうためにも補助金額の削減の余地はない。また、補助金の
みの最小限経費で構成されており、削減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

業務内容は補助金の支払いに関する最低限の事務であり、これ
以上の業務時間削減を図ることはできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

本事業は燃料となる木材の搬入量に対し、一定の単価を根拠に
補助金を支払うため、公平である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（1）2020年度の事務
事業の改革改善の
方向性"

（２）平成31年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

燃料調達に係る支援を行うことにより、未利用材の利活用を図り、森林整備を促進する。
また、用燃材を同時に生産する林業生産系への変更と、安定した燃料供給体制の確立を行い、素材生産者の経費の負担軽減と
所得の向上を図る。

（３）2020年度の方向
性
（具体的な取組）

今後の木材需給の動向や、木質バイオマス発電所への木材の確保等の状況を踏まえながら、事業の継続の必要性について検
討する。

（１）事務事業の改革
改善方向性

当該事業を廃止することとし、新規事業にて、燃料調達に係る支援を行うことにより、未利用材の利活用を図り、森林整備を促進す
ることとする。
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0106020502020301 木質バイオマス安定調達支援事業
担当部 農林水産部

担当課 林務水産課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 51,000 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

51,000 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

51,000 0 0

計 51,000 0 0

当初予算 51,000 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 51,000 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成30年度　（決算） 平成31年度　（当初予算） 2020年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成30年度補正・流用状況 平成30年度特定財源内訳

平成30当初予算には平成29年度からの繰越分を含む
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	H30 01-03-01-しいたけ生産組織育成事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-01-林業就労改善推進活動支援事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-02-漁港管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-02-漁業資源繁殖施設整備補助事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-02-特用林産物推進対策事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-02-林道等維持管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-02-漁業資源放流支援事業（種苗放流事業）
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-02-漁港整備事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-02-漁業資源放流支援事業（パイロット事業）
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-03-水産多面的機能発揮対策事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-03-林業施設維持管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 01-03-03-水産まつり開催事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-01-松くい虫防除事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-01-企業との協働の森づくり事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-01-市有林維持管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-01-森林環境税事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-01-森林整備事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-01-森林整備地域活動支援事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-05-みどりの少年団育成事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-01-05-森林づくりイベント実施事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H30 02-02-03-木質バイオマス安定調達支援事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート


